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原稿用紙
タイトルその他(1ページ目上部)に関して
技術研究報告の1ページ目上部には，タイトル，発表者氏名，所属，住所，メールアドレス，キーワードの和文と英文及びあらまし(和文300字程度，英文100語程度)を，それぞれ記述してください（日本語で執筆される場合、英語表記は任意です）．
各研究会より[特別招待講演]と指示されている方は[特別招待講演]，[特別講演]の方は[特別講演] ， [招待講演] の方は[招待講演] ， [基調講演] の方は[基調講演] と タイトルの前にお入れください．
本文に関して
本文は1.1の「タイトルその他」に続けて記述してください．記述に関しては，このテンプレートファイルを用いて作成するか，あるいは，任意のA4判の用紙を利用することができます．その場合には，執筆要項を参照してください． 

原稿提出枚数
執筆依頼のメールに指定の提出枚数が記載してあります．図・表，写真を含め依頼枚数以内で作成してください．原稿を作成する前に，手持ちの原稿量と依頼枚数とを十分勘定してください．

原稿の書き方
文字の大きさ：本文は9ポイント活字を標準とし，字間および行間は適宜調整してください．なお，標題は拡大文字とするのが望ましい．

図と表，写真
図面，写真，表の文字や数字は本文と同じ大きさとしてください．

ヘッダー、フッター
原稿集約後、まとめて編集しますのでそのままで結構です．

著作権について
本会技術研究報告に掲載されるすべての原稿の著作権及び電子的形態による利用も含めた包括的な著作権は本会に帰属します．なお，著者（「著作権規程」上の著作者）自身が自著の記事を複製，翻訳，翻案等の形で利用することは差し支えありません．ただし，「権利表示」と「出所の明示」は必ず明記してください．
他の著作物から引用する場合には，次のことに十分留意してください．
・引用する文献の著作権に十分注意すること．
・図面・表・写真を他の図書，雑誌などから引用する場合には，事前にその著者及び出版社の了承を得ること．
本会著作権規程をご確認・ご了承の上，原稿アップロードの際に，著作権譲渡欄にチェックとお名前をご記入頂きますようお願いいたします．
本会著作権規程
https://www.ieice.org/jpn_r/copyright/index.html

発行日について
研究会開催初日の1週間前（7日前）を発行日（公知日）としております．
開催日ではございませんので，ご留意ください．

上記発行日を踏まえて，投稿する方は投稿論文の特許，その他の権利を早めに申請する等，権利保護に充分注意してください．

問合先
一般社団法人電子情報通信学会
会員サービス部　研究会課
　〒105-0011　東京都港区芝公園3丁目5番8号　
機械振興会館内
TEL：(03) 3433-6691(ﾀﾞｲｱﾙ2)
FAX：(03) 3433-6659
E-mail：ken@ieice.org
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